
大学生によるオンラインサポートを伴う小中学生向けeラーニング活用実験  
 

Experiment of e-Learning Utilization  for Learners in Compulsory 
Education with Learning Support by University Students.  

  
米田 司*1 , 須田 香織*2, 小松川 浩*3 

Tsukasa Yoneda*1 , Suda Kaori*2 

, Hiroshi Komatsugawa*3 

*1*3公立千歳科学技術大学大学院　光科学研究科 
*2公立千歳科学技術大学　理工学部  

*1*3 Chitose Graduate School of Science and Technology Graduate School of Light Science 
*2 Chitose University of Science and Technology Faculty of Science and Technology 

Email : yoneda215@kklab.spub.chitose.ac.jp 
 

あらまし : 先行研究で行った義務教育での家庭学習支援を想定した e ラーニング活用実験では, 継続
的なeラーニング学習(活用)に繋がらない課題があった. そこで本研究では， e ラーニングを
小中学生が継続的に利用する ような新たな活用方策として, 大学生によるオンラインサポー
トを伴う e ラーニング活用方策 を提案し,  COVID - 19 の影響で休校中である児童生徒を対象
に千歳市(北海道)教育委員会と連携し活用実験を行った.   
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1.  背景  
　近年,小中学校などの義務教育での教育の情
報化が推進されている. ICT環境の整備に伴い,   
学力向上のための ICT を活用した学習アプリ  
やシステムへの期待も高まっている. 平成 30   
年には, 北海道でも教育の情報化の指針が示さ 
れ,学校・家庭の両輪での ICT活用推進の必要   
性や, 遠隔教育での e ラーニング活用の必要性   
も示されている(1). 本研究グループは, 平成 10    
年から全道をフィールドに義務教育期間での

家庭学習での ICT 活用の観点で, e ラーニング    
利用に関する実証実験を行なってきた(2). しか 
し, 実証実験の結果，アカウントを配布したの 
みで学習活動に関する支援を行わない場合に

は, 継続的な利用に繋がらないことが分かった 
(3).  
 
2. 目的 
　先行事例の「継続的な学習に繫がらない」

課題に対して, 個別学習指導を組み合わせた新 
しいオンライン型のeラーニング学習方策を提
案する. 特に,コロナウイルスの影響で,学校閉   
鎖になった機会に実際に Zoom を活用した学  
習支援と組み合わせて実施することで, 提案モ 
デルの有用性を評価する.  
 
3. 先行研究の実証実験 

　北海道教育委員会と連携し, 小中学生を対象
に全道規模で行った. 発行アカウント数は 
18000 を超えた. 勉強時間を左側縦軸で棒グラ
フ, 1ヶ月の間に e ラーニングに接続したアカ
ウントの数を右側縦軸で折れ線グラフ, 横軸は
年月として実証実験(3)のデータを図 3.1 に示
す.  
 

 
図 3.1 月別勉強時間とアクセスアカウント数 
 
アカウントの配布直後は, 利用学校も少なく勉
強時間も少なかった. 長期休業に入る前の 7 月
と 11 月にアカウント発行の申請が集中したた
め利用者の急激な増加に伴い勉強時間も伸び

た. しかし, 一時的な利用後, 勉強時間は減少し 
3 月ではほとんど利用されていない.  
 
4. 小中学生向け e ラーニング活用方策の提案 
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4.1 大学生によるオンラインサポートの活用実
験 
　先行研究の結果を踏まえ, 本研究では, e 
ラーニングの学習とオンラインの学習支援を

組み合わせることで, e ラーニングの取組に継
続性が出ると考えた．そこで, e ラーニングの
利用を促す仕組みとして, 大学生によるオンラ
インサポートを伴う e ラーニング活用方策を
提案した. サポートを希望した児童生徒に対
し, ビデオ会議アプリ Zoom を用いて授業形式
で学習指導を実施し, 共通の教材として e ラー
ニングのコンテンツを用意した. COVID - 19 
によって千歳市の小学校や中学校が閉鎖して

いた 2020 年 5 月から実施した.  
 
4.2 オンラインサポートの仕組みと体制 
　千歳市教育委員会が窓口となり生徒の募集

を行い、個人情報の取り扱いを行った. e カ
レッジという e ラーニングシステムのアカウ
ントの発行やマニュアルの整備・利用支援は 
システムサポートの学生が行った. 教職課程を
受講している学生が指導案の作成と指導を

行った. それぞれの関係図を図 4.2 に示す. オ
ンラインサポートの利用申請を千歳市教育委

員会に行い, その申請データをシステムサポー
トの学生に共有し, 利用希望者に対して, Zoom 
の接続確認と, 教職の学生への共有を行った, 
教職の学生は, 担当の生徒に指導を行った. オ
ンラインサポートは, Zoom を用いて, 生徒と教
員が顔を合わせて授業形式で指導を行った. 
 

 
図 4.2 オンラインサポートの役割と流れ 
 
4.3 オンラインサポートの現状と評価 
　オンラインサポートは, Zoom を利用した授
業形式で行い週に 2 回程度実施した. 現在
(2020 年 6 月), オンラインサポートの利用申請
者数は小学生 66 人, 中学生 23 人であった. オ
ンラインサポートでは, e ラーニングのサポー

トのみならず, 学校の課題での質問などあらゆ
る学習に関する相談を受け付けた. サポートの
際に学校の課題に取り組む生徒もいたが, オン
ラインサポート利用者の1 ヶ月間の e ラーニン
グの接続日数は, 4.35 日であった. 非希望者は, 
1.59 日であることから, e ラーニングの継続的
な利用を促すことに成功した. 
 
5. 今後の取り組み 
　サポートでの授業を学校の予習や復習に移

行したり, 不登校の生徒に対してのサポートと 
して実施する. 
 
6. まとめ 
　 今までの取り組みにより, e ラーニングを全   
道の小中学生に配布することはできたが継続

的な利用は見られなかった. そこで, 学習の継  
続を促すため, Zoom を用いた大学生によるオ  
ンラインサポートを伴う小中学生向け e ラー  
ニング活用実験を実施した. 千歳市教育委員会 
と連携し, 千歳市内の小中学生に対し, 本学の  
教職課程を受講している学生によるオンライ

ンでの学習指導を行った. 今後は, 学校の再会  
に備え, サポートの内容を学校の授業に合わせ 
たものに移行していく. 
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